
【議事録】第 3 回学校運営協議会 

- 1 - 

 

令和４年度 第３回学校運営協議会 

岩手県立黒沢尻工業高等学校 

 

１ 日 時  令和５年２月２４日(金)１０：３０～１１：３０ 

２ 場 所  岩手県立黒沢尻工業高等学校 中会議室 

３ 参加者 

出欠  氏名 (敬称略) 備  考 

〇 会 長 斎藤芳里 ＰＴＡ会長 

〇 副会長 佐藤満義 北上工業クラブ会長 

〇 委 員 高橋 剛 北上市商工部部長 

〇 〃 八重樫博之 岩手県建設業協会北上支部長 

欠 〃 菅原浩一 北上地区電気工事業協同組合理事長 

欠 〃 中村達也 (株)アジテック代表取締役社長 

欠 〃 高橋 亨 上野中学校校長 

〇 〃 後藤則夫 同窓会長 

〇 〃 菅野良康 体育後援会長 

欠 〃 中島いずみ 前ＰＴＡ会長 

〇 〃 畠山宏道 村崎野地区代表 

 【学校側】 

    校長 佐々木直美、副校長 小野寺訓、副校長 川口史朗、総務部長 中田由巳子 

 

 

【議事録】 

 １ あいさつ 

 （１）会長 

    来年度に向けての意見をよろしくお願いしたい。 

 （２）校長 

    今年度は「黒工 OUTPUT」をテーマとして活動してきた。 

次年度も継続したい。全国選抜大会に 3 つのクラブが出る。今日ラグビー部が勝

てば全国選抜大会が決まる。県ものづくりコンテスト旋盤作業は 7 年連続優勝。溶

接作業も優勝、東北大会、全国大会に出場となる。ピーアールしながら黒工の魅力

を発信していきたい。黒工は地元企業と連携がよくとれている。恵まれている。 

・映像紹介 一昨日までの電気科きんでん講習会、地域産業講座、専攻科福岡

工業高校見学 

 

２ 議長選出 

    会長に依頼 
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 ３ 報告・協議 

（１）令和 4 年度学校経営計画の達成状況･･･校長より報告 

 （２）黒工学びの OUTPUT･･･副校長より報告 

 （３）学校評価について･･･副校長より報告 

 

意見・質問等（１）～（３） 

ア【資格取得から】 

委員 

  ・技能検定受検料について、以前は北上川ものづくり NW から受検料の補助を出し

ていたが、学校側で対応できるということで打ち切った経緯があった。できれば

何らかの支援はしたいと思う。 

学校 

  ・全国的には 17 県が補助を出しているようだ。他県の様子を工業部会として情報

共有しながら対応をしていきたい。 

 イ【学校評価から】 

委員 

   ・p.9 13.について、「まったくそう思わない」がある。不満がある生徒がいる。学

校としてどう取り組んでいるのか。 

   （校長 年 4 回のアンケートを実施している。本人、保護者から聴き取りして解決

に向けて対応している。） 

   ・ゼロにならないかもしれないが、少しでも少なくしてほしい。 

ウ【委員一人ひとりからの意見】 

（ア） 

・学校として、教職員、生徒が一体となって課題をクリアしていって真摯に取り組

んでもらえればいい。人間だから不平不満がある、意に沿わない状況が多々ある。

そのときに、たとえばの話だが生徒会、教職員組合、保護者が一体となって課題を

クリアしていくように取り組んでもらえればいい。些細なことでも不安になる。未

然に防ぐ教育体制で前進してほしい。 

 ・校則については、どうなっているか。ブラックではないのか。 

 （校長 ブラックではない。アンケート結果を踏まえて、みんなで見直していく体

制を作っている） 

（イ） 

・スポーツを徹底してやって欲しい。 

（ウ） 

 ・（学校評価）アンケートの回答の“１（）”の指導は大変だと思う。結果を活かし

て取り組んで欲しい。 

（エ） 

・定員確保に苦慮しているようだ。少子化で仕方がないかもしれない。子供の数に
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対して定員が多すぎなのではないか。 

（学校 工業部会から学科は減らさないで定員 30 で要望はしている。） 

・盛岡地区以外、全県の問題ではないか。支部の中でも問題にしている。どうし

ていいかわからないが何らかの対策、努力をしてもらいたい。 

（オ） 

  ・地域産業講座について、北上市の各事業団は人材確保に苦慮している。地元の

企業をもっと知って欲しい。特に学校の先生には、もちろん生徒にも。来年度

以降も継続して欲しい。学校とタイアップしながら行う。お手伝いしたい。 

  ・定員確保について、市も心配している。黒工の出前授業、テクノメッセへの出

展をしてもらっているが、逆に黒工を知ってもらう機会にお手伝いさせてもら

いたい。親は普通校に通わせたい流れにある。ものづくりのまちである。即戦

力、人材輩出は黒工だと思っているし、北上市の武器だと思っている。小学生、

中学生にどんどんピーアールしていきたい。 

（カ） 

    ・生徒会の活動が若干落ちてきているんじゃないか。 

    （学校 コロナの影響で校外に出れる機会が少なかった。） 

    ・生徒の行事活動も盛んにしていってほしい。 

 

 

（１）～（３）全員承認 

 

 

６ その他 

    次年度の学校運営協議委員について、任期は 1 年であるが、次年度にいても依頼

がありましたら、よろしくお願いしたい。 

    12 月の「高校魅力化評価システムのアンケート」の協力に感謝します。集計結果

を分析後、本校の魅力化につなげていく。次年度ご意見をいただく場合はよろしく

お願いする。 


